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概要 :2006年 5月27日にジャワ島中部にマグニチュー ド6.3の地震が発生し､死者5,736人､負傷

者78206人に及ぶ被害が生じたO神戸大学大学院医学研究科は､6月2日から14日に一次､二次の災

害医療チームを派遣し､ガジャマダ大学と共同調査を行った｡その後も神戸大学全体として合計8次

にわたる支援チームが派遣され､JICAのhtegmtedMobileRehabilitationProjectに連動して支援活動を

行ってきた｡1年間の総括として､平成 19年3月15-17日の3日間にインドネシアGadjahMada大学

と共同で第4回国際セミナー (テーマ :ManagementofHealthProblemsPostD血ster:LessonLearntbm

KobeandYogyakartaEdhquake)をじっし開催 したO本セミナーには工学関係者も含め500 人以上が参
加 し､コミュニティに存在する社会資源やネットワークを有効利用することの重要性が確認された｡

さらに緊急援助活動とともに､保健施設や教育プログラムなどの社会医学的な支援が地域社会から求

められていることが推測された｡神戸大学緊急援助チームは最も被害が大きかったバントウール地域

において､神戸市社会福祉協議会からの委任を受けて､子どもの家childrenhouseを建設中である｡本

施設では､現地のスタッフが子ども達のケアにあたるとともに､神戸大学医学部保健学科と短期交換

プログラムを行なうことを予定している｡

キーワード:ジャワ島中部地震､第4回国際セミナー､子どもの家､MobileRehabilitadonProject､国際協力研究

1.はじめに

2006年5月27日 (士)日本時間 :朝7時54分頃､インドネシア ･ジャワ島中部に位置するジョグジャカルタ近傍に

おいてマグニチュー ド(M)6.3の地震が発生し､死者6,000人､負傷者以上､78,206人に及ぶ被害が生じた｡被災家

屋は､約 60万戸にのぼり多くの人々が住む家を失った 】)O最も被害の大きかったイモギリ (Imogiri)､バントウTJL,

(Bantu)市は､ジョグジャカルタ市の南部に隣接した地域であった｡ジョグジャカルタはインドネシアの中で最も伝

統文化を誇る古都であり､世界遺産であるポロブドウ-ルやプランバナンが近郊に存在する.一方､市内にはインドネ

シアで最も古く創立されたガジャマグ(GajahMada)大学を初め多くの大学が存在し､学生の町としても知られているO

神戸大学とガジャマダ大学は学術交流協定を結んでおり､古くから交流を続けてきた｡私たちの医学部保健学科でも､
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2003年より定期的に生活習慣病予防に関する合同シンポジウムをジ:-3グジャカルタで開催してきた82(氾5年にインド

ネシアは､｢インド洋大津波｣によっても大きな被害を受けた2)Oガジャマダ大学は､最も被害が大きかったパンダアチ

ェ周辺の病院活動にも協力していた｡2(氾6年2月20-21日に実施した第3回国際セミナーでは､これらの災害支援に関

わっている保健関係者が一同に集まって教育シンポジウム ｢DisasterluanagementSystemReユaLedtoHealthand

thvlrOnmentAspectinlndonesia｣を開催し､その中のコアシンポジウムとして ｢ManagementofHealthProblenlSCaused

byDISaSLer｣を設けた3)a2007年3月には､JICAからの援助も受けて､ジャワ島中部地震-の対応を中心に3日間に

わたって教育シンポジウムを神戸大学､GadjahMada大学が共同で開催した｡本論文では､ジャワ島中部地震後の支援

活動の状況とシンポジウムについて報告する｡

2.被災地域の震災後の情況
1)被害の大きいバントウール地区 (住民人口799,210人)は伝統的農村地域で､家屋の倒壊に伴い､瓦やレンガの下

敷きになって､4,280人の死亡者､8973人の重傷者 (脊髄損傷400 人と推定)が出た (図1､図2)｡

2)被災地域は農村部でコミュニティの結束力が強く助け合って復興に努めていた｡しかし､中核となる保健所 12カ所

が壊滅しており､地域の保健活動の低下が危快された｡

3)避難所はテントより仮設住宅-と移行していたが､トイレ設備が不十分で水系感染が危倶された｡また､重度な神経

学的後障害を残した人々-のバリアフリーに関する配慮はなされていなかったO

4)リハビリは地域中核病院 (バントウール病院)lカ所でのみ可能で､そこから車で1時間以上を要する被災地域には

全くリハビリ施設がなかった｡日本で行なわれているような在宅訪問リハは制度として実施されていなかったQ

5)震災後､多くの学校が被害をうけ閉鎖したOまた､再開後も経済的理由から学校に適えない子どもが増加していた.

6)自宅/分娩が1憎史近くを占めるインドネシアでは､保健所 (Puskesmas)が妊産婦指導､分娩､乳幼児保健の中心とな

っており､母子保健衛生への影響が放念された一

図1.多くの家屋が倒壊し､住民に被害が出た｡ 図2.コミュニティの多くが崩壊

3.馳 の医療 ･保健機関との協力について

1)ガジャマダ大医学部､看護学部と協力して､JICAが支援するMobileRehab山tatlOnSystemのプランニングと評価

に協力してきた｡

2)このtf潮では､保健所に勤務する-17-護師や助産師に鵜本的なリ-ビリテ一･ション技術とともに､精神的なサポートの

方法についても指導していた (図3､図4)｡



図3.リ-ビリの基本について指導を受ける保健師 図4.難しい症例には､保健師と理学療法士が訪乱

3)被災地では､障害者を考慮した改築とサニタリーを中心とした衛生改善が工学部を中心に指導されていたO

4)被災地域の保健所に勤務する看護師､助産師を対象に､MobdeRehab山tationSystemに対してどのような認識を

持っているかを調査した0

5)被災地域では､妊娠数の上昇が報告された｡原因として保健所による家族計画指導の中断があげられているが詳細は

不明であった｡

6)子どもたち-の支援活動を継続すると共に､ネットワークの中心姐点としてバントウールで最も被害の大きかった地

区に ｢子どもの家ChndrenHo11配｣の建設を進めている (図5､図6)0

7)神戸大学､ガジャマグ大学､JICAが協力して､3月 15-17日の3日間､医学､工学分野合同の国際セミナーを開催

した.(延べ500 人が参加)｡テーマ (:サブタイ トル)はManagementofhealthpmblemspostdisaster:Lessonlearnt

fromKobeandYogyakarta earthquake.であった (図7､図8)｡

8)被災地域の子ども達-の支援事業を今後も継続するとともに､神戸大学･ガジャマダ大学間で子どもに関わる保健師､

臨床心理士､大学院生の短期交換留学(年間5人ずつ､1回2週間)を実施していく予定であるO

図5 被災地で行なわれている子どものプログラム 図6.建設予定のChild代nHouseの完成予想図

図7.第4回国際セミナーを開催
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図8.多くの保健所スタッフが参加した

4.結論
国内､アジア地域での災害発生に対し､緊急時の対応のみならず､中長期的な視点に立った組織的な支援活動を考え

ていく必要があるUその場合に現地カウントパー トナ-､コメディカルだけではなく､コミュニティ再生に主導的な役

割を果たす市民ユニ学 (土木､建築､地質学系)スタッフとの緊密な連携が不可欠と考えられた｡
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Abstract

OnMay27,2006,aneardlquakemeasumg6.3smlCkJavaislandatx)ut33km southofBantuldisbictln山e
YogyakaLtaProvince.′n肥disastert00kover5,7(氾Lives(4,659inYogyakaJtaProvinceandl,057inCenぬlJava
province)widlinjuryestinutesranging丘℃m37,∝わー50,000.As dleeardlquakes加ckindleearlymominghours,
manypeoplewere叫 pdintheirhomes,dIichsubsequentlycouapsed.
Kotx:Universitysenttwomedicalemergencytemjintheearlyreliefphase,andfouowing6ten tosupIX)rtd℃

actividesintherehabilitationphase,Wehavesuprx)nedalehtegmtedMobileRehabilitationPTOj∝t,whchwas

sfX'nSOredbyJICA･FacultyofHealdlSciences,Medicalsch00lofKobeUnivemityheld山e4dlhltemationalSeminar

mcollalx'rationwidlMedicalSchcolofGadjahMadaUniversltyOndie15-17hofMarchin2007.More山肌 丘ve

hundredsofI℃SearChers,includingaleenglneenngStag,attendeddleSeminar.Wecon血medthatreliefandrecovery

e放)rtsweremoreeffectivewhentheycouldidendfy,u光,andstrengthenexistings∝ialcapital(community-basedskids,

progrZLmS,arKlnetworks).Accor血gly,itwassuggested血at血ecommunityneedsmoreresotutesand的Inlngin temu

of弧Cialmedicineassameasemergencymedicine･

RecentlywehavestartedanewprojectforthechildrenviCtimizedbytheGm的lJava叫 uake.TheKotxCity
CouncdofS∝ialWelfarearKlotherorganizadons cou∝teddonadons丘pmKotxcitiZerBarKIcommissionedourteNn

tohelpdleaqeCtedchildreninJava.haddidon,ashortexchangeprogram ktwm KotxarKIGadjal1MadaUniversity

willtxstartedfor山eyoungresearcherswhoareengagmginchJdcare.
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